
知的障がい各教科・指導事例集 福島県特別支援教育センター 
３までの範囲で具体物を取ることの指導 

～マッチングの教材を使用した事例～ 

学部・教科 小学部・算数科 事例コード ２２１６ 

学習グループ 

の実態 

・ 小学部２学年 
・ 学習や遊びの中で、教師の数唱を聞き、イラストや具体物を自分なりに発声で数えた

り、教師の指で表した数を模倣して５までの数を指で表そうとしたりする姿が見られる
ようになってきた。 

・ １が「いち」、２が「に」など３までの数字とその読み方については、教師の言葉か
けを聞いて正しい数字を選び取ることができるようになってきた。 

単元（題材）名 『かぞえよう ～３までの数～』 

学習指導要領

の内容 

算数科／小学部１段階 Ｂ数と計算 

ア 数えることの基礎に関わる数学的活動 

（ア）㋒㋓㋕、（イ）㋐ 

単元（題材）の 

目 標 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

 ５までの範囲で数唱をす

ることができる。【ア（ア）㋒】 

 ３までの範囲で具体物を

取ることができる。【ア（ア）

㋓】 

 形や色、位置が変わって

も、数は変わらないことにつ

いて気付くことができる。

【Ｂア（ア）㋕】 

 数詞とものとの関係に注

目し、数のまとまりや数え

方に気付き、それらを学習

や生活で生かすことができ

る。【Ｂア（イ）㋐】 

 数量に気付き、算数の学習

に関心をもって取り組もう

とする。【小学部１段階Ｂ目

標ウ】 

単元（題材）の 

計 画 

総時数１５時間 
（１）教師と一緒に１～３までの数と対応する具体物を整理する。・・・・・５時間 
  ①１～３までの数字とそれに対応する個数の具体物を教師と一緒に確認しながら  

取り出す。 
  ②取り出した具体物を整理し、教師と一緒に指差しと発声で数える。 
（２）無作為に提示された数から、具体物を取り出し整理する。・・・６時間 
  ①１～３までの数字や指で表した数を見たり、聞いたりしてそれに対応する個数の具

体物を取り出す。 
  ②取り出した具体物を教師と一緒に数え、指で表す。 
（３）数える対象の具体物を、身の回りにあるものやイラストや写真等の平面に変えて取

り出したり、数えたりする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 

指導の実際 ・ 学習の始めに、１～３までの数

字・読み方・指（写真）のマッチ

ングを行い、それぞれが同じであ

ることを確認するようにした。 

・ （１）では、１～３までの数字

と対応する具体物を取り出すこと

ができるようになった。指差しと

発声での数唱では、仕切りがある

容器を使用したことで、順番に数

えることができるようになってき

た。 

・ （２）では、概ね無作為に提示

される数字を見て正しい数の具体

物をとることができた。数字を聞

いてとる学習は、２と３で混同す

ることがあるので学習の始めに行

うマッチングで一緒に数字を読む

ようにし、定着することができる

ようにした。 

（令和４年度作成） 

＊ 本事例集では、学習指
導要領の目標及び内容
に基づいた表現に編集
しています。 

マッチングの教材 

（数字・写真・具体物） 


